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アストラ・インターナショナル（ASII） 
金融サービス部門と重機・鉱業・建設・エネルギ

ー部門の拡大による業績下支えを期待。 

フィリップ証券株式会社 

 
インドネシア| 自動車小売業 | 業績フォロー  

BLOOMBERG ASII:IJ | REUTERS ASII.JK 

 2018/12 通期は、売上高が前年同期比 16.1％増の 239.20 兆 IDR、純利

益が同 15.0％増の 21.67兆 IDRとなった。 

 中核事業の自動車部門は市場シェア低下により純利益が減益となっ

た一方で、重機・鉱業・建設・エネルギー部門、金融サービス部門

が順調に拡大し、増益に貢献した 

 中核事業の自動車部門で市場シェア低下懸念はあるが、金融サービ

ス部門と重機・鉱業・建設・エネルギー部門の 2 セグメントが順調

に拡大しており、今後の業績を下支えするものと期待する。 

What is the news？ 

2/27 発表の 2018/12 通期は、売上高が前期比 16.1％増の 239.20 兆

IDR、純利益が同 15.0％増の 21.67 兆 IDR、EPS が同 14.8％増の 535IDR。

特に、重機・鉱業・建設・エネルギー部門、自動車部門が増収に貢献し

た。利益面では、重機・鉱業・建設・エネルギー部門、金融サービス部

門が寄与した。インドネシア・ルピアの減価により製造業の売上高利益

率は縮小したが、鉱業の受注と自動車輸出が増益で吸収した。 

セグメント別の純利益は以下の通り。自動車・二輪車部門は前期比

3.9％減の 8.52 兆 IDR。自動車市場の競争激化によって市場シェアが前期

の 54％から 51％に低下したために売上高営業利益率が低下した。金融サ

ービス部門は同 28.3％増の 4.82 兆 IDR。自動車ローンが同 26％増、バイ

クローンが同 16％増、重機ローンが同 30％増となり、同社が 44.6％の持

ち分を有するペルマタ（Permata）銀行からの利益が、純金利収益増と不

良債権の回収が奏功したことにより、同 20.5％増の 9,010 億 IDR となっ

た。総合保険事業の子会社アスランシ・アストラ・ブアナ社からの利益

が同 4％増の 1.0 兆 IDR になった。重機・鉱業・建設・エネルギー部門

は、同 48％増の 6.6 兆 IDR だった。同社が 59.5％持ち分のユナイテッ

ド・トラクターズ社が同 50％増の 11.1 兆 IDR を稼いだ。農業関連部門

は、同 27％減の 1.1 兆 IDR だった。インフラ・物流部門は、前期の▲

2,310 億 IDR から 1,960 億 IDR に黒字転換した。情報技術部門は、前期比

5％増の 2.080億 IDR。不動産部門は同 28％減の 1,600億 IDRだった。 

How do we view this？  

同社は、2019/12 期についてはマクロ経済が不安定であること、自動車

市場の競争激化、および商品市況の低迷から、一層厳しさを増す可能性

が高いと見ている。中核事業の自動車・二輪車部門において市場シェア

低下を食い止め、金融サービス部門、重機・鉱業・建設・エネルギー部

門の 2 セグメントをどこまで伸ばせるかが会社全体の業績の鍵を握るだ

ろう。2019/12 通期の市場予想では、売上高が前期比 3.7％増の 248.10 兆

IDR、当期利益が同 9.2％増の 23.67兆 IDRである。 
 

 

 

業績推移 ※参考レート　1IDR=0.0079円

事業年度 2016/12 2017/12 2018/12 2019/12F 2020/12F

売上高(十億IDR） 181,084 206,057 239,205 248,103 265,176

純利益(十億IDR） 15,156 18,847 21,673 23,674 25,423

EPS（IDR） 374.00 466.00 535.00 583.84 627.39

PER（倍） 20.72 16.63 14.49 13.27 12.35

BPS（IDR） 2,765.35 3,057.54 3,382.78 3,742.43 4,121.79

PBR（倍） 2.80 2.53 2.29 2.07 1.88

配当(IDR) 168.00 185.00 60.00 245.06 261.75

配当利回り（%） 2.17 2.39 0.77 3.16 3.38

　　（出所：Bloombergをもとにフィリップ証券作成、F=予想はBloomberg）
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1957年にジャカルタで貿易会社として創業。1990年に

アストラ・インターナショナルへ改称し、インドネシア証券
取引所に上場。主力の自動車・二輪車事業を中心に、金

融サービス事業、重機・鉱業・建設・エネルギー事業、農
業関連事業、インフラ・物流事業、情報技術事業、不動

産事業の7つの事業セグメントを展開する複合企業で、イ
ンドネシア国内最大の企業グループの1つ。200社以上の

子会社や合弁会社、関連会社を抱え、インドネシア全域
で事業を展開する。従業員は20万人超。

国内向けには、自動車・二輪車、有料道路、プリン
ター、銀行・保険業務、重機、物流サービス、情報技術シ

ステム、鉱業サービス等を提供し、パーム油、石炭、自
動車などの輸出も手掛ける。自動車はトヨタ、ダイハツ、

いすゞ、BMW、プジョーなど、二輪車はホンダ、建機では
コマツと提携している。
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                （出所:Bloombergをもとにフィリップ証券作成）
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